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続く第 2 章では，2 つの研究を取り上げた。まず研究 1a（成人男女 408 名）では，
日常的なマインドワンダリング傾向を測定する質問紙である Daydreaming frequency 
scale および Mind wandering questionnaire の邦訳版を作成し，認知課題中のマインドワ
ンダリングを測定する指標（思考プローブ法）との相関を明らかにした。加えて，邦
訳版尺度の因子分析による内的整合性の確認，および Well being 関連尺度との負相関











 第 4 章では，研究 3（大学生 60 名）として，機能的核磁気共鳴画像法（functional 
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第 5 章では，右下頭頂葉の tDCS により活性化する脳領域の大容量のデータを用い
て，機械学習のアルゴリズムにより機能活性（刺激／非刺激の識別率）の高い脳領域











(1) マインドワンダリングの特性とその個人差の関わりの解明  







成 29 年 2 月 20 日，論文内容とそれに関連した試問を行った結果，合格と認めた。  
なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表
に際しては，（期間未定）当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
